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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第88期
第２四半期
連結累計期間

第89期
第２四半期
連結累計期間

第88期

会計期間

自平成26年
　１月１日
至平成26年
　６月30日

自平成27年
　１月１日
至平成27年
　６月30日

自平成26年
　１月１日
至平成26年
　12月31日

売上高 （百万円） 66,371 70,224 146,241

経常利益 （百万円） 3,617 4,218 6,386

四半期（当期）純利益 （百万円） 3,484 4,291 5,611

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,522 4,793 5,753

純資産額 （百万円） 36,067 42,679 38,006

総資産額 （百万円） 107,851 113,859 100,496

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 78.06 96.12 125.69

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.2 37.0 37.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 13,625 18,777 513

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △32 △696 3,031

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △540 △1,508 △6,204

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 29,297 30,158 13,585

 

回次
第88期
第２四半期
連結会計期間

第89期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成26年
４月１日
至平成26年
６月30日

自平成27年
４月１日
至平成27年
６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 26.14 49.64

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社につきましては、当第２四半期連結会計期間において、持分法適用会社であった北日本建材

リース株式会社の株式を追加取得し、連結子会社（セグメント区分「建設」）といたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

(1) 経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は建設事業での当期受注高の増加に加え、手持工事の進捗

状況も順調であったこと、更に不動産事業において前年になかった大型案件の完成引渡等の発生による大幅な増

加が生じたことから、前年同四半期と比べて5.8%増の702億円余となりました。

　利益面では、工事採算性の向上と売上高の増加が影響して、売上総利益は前年同四半期と比べて17.2%増の80

億円余となり、人件費の上昇等で一般管理費が増加したものの、営業利益では15.3%増の41億円余となりまし

た。また、前年計上していた固定資産売却益の大幅減少や段階取得に係る差益の発生、利益増加に伴う税金費用

の増加等により、四半期純利益においては、23.1%増の42億円余となりました。

　報告セグメント等の業績は次のとおりであります。

( 建設事業 )

　売上高は前年同四半期と比べ1.9％増の662億円余となり、セグメント利益については前年同四半期と比べて

5.2%減の33億円余となりました。

( 不動産事業 )

　売上高は前年同四半期と比べ227.7％増の37億円余、セグメント利益については前年同四半期と比べ548.6％増

の８億円余となりました。

（ その他 ）

　売上高は前年同四半期と比べ9.9％増の２億円余、セグメント利益については前年同四半期と比べ165.2%増の

２千万円余となりました。

 

(2) 財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における資産の状況については、前連結会計年度末に比べ、受取手形・完成工事

未収入金等で56億円余の減少があったものの、増加した手持工事の施工消化が進み、売上債権の回収を進めなが

ら月次の下請負代金支払に備えたため、現金預金が165億円余増加したことにより、総資産は133億円余増加し、

1,138億円余となりました。一方、負債については、手持工事量の増加により支払手形・工事未払金等及び未成

工事受入金等の水準が高まったため、負債の部全体として、前連結会計年度末に比べ86億円余増加し、711億円

余となりました。純資産については、四半期純利益を計上したことから利益剰余金が増加したため、前連結会計

年度末に比べて46億円余増加し、426億円余となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前年同四半期連結累計期間と比べて増減額全体と

しては35億円余増加しているものの、期首残高が減少しているため、前年同四半期連結累計期間から2.9％増加

の301億円余となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と主たる要因は、次のとおりです。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や未成工事受入金が増加したことに加え、

不動産の完成引渡が発生したことによるたな卸資産の減少や工事金回収が順調であることによる売上債権の減少

などが主な要因となり、187億円余の収入超過となりました。（前年同四半期は、136億円余の収入超過）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却が前年同期を上回ったものの、固定資産取得によ

る支出や子会社株式取得の支出が増加したため、６億円余の支出超過となりました。（前年同四半期は、３千万

円余の支出超過）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金や長期借入金の返済による支出、並びに配当金支払が増加

したため、15億円余の支出超過となりました。（前年同四半期は、５億円余の支出超過）

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　　　当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、55百万円余であります。

　　　なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 44,940,557 44,940,557
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は1,000株

であります。

計 44,940,557 44,940,557 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 44,940,557 － 5,158 － 5,996
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（６）【大株主の状況】

  平成27年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

公益財団法人　福田育英会 新潟市中央区一番堀通町３番地10 3,343 7.44

株式会社第四銀行

（常任代理人　日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社）

新潟市中央区東堀前通七番町1071番地１

（東京都港区浜松町２丁目11番３号）
2,198 4.89

福　田　直　美 新潟市中央区 2,158 4.80

福　田　フ　ジ 新潟市中央区 1,633 3.63

小　沢　和　子 東京都世田谷区 1,607 3.58

福田石材株式会社 新潟市中央区白山浦１丁目614番地 1,530 3.41

福田組共栄会 新潟市中央区一番堀通町３番地10 1,415 3.15

福　田　勝　之 新潟市中央区 1,164 2.59

福　田　浩　士 東京都文京区 1,157 2.58

株式会社重機リース 新潟市東区逢谷内居前454番地１ 907 2.02

計 － 17,115 38.09
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      303,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   44,386,000 44,386 －

単元未満株式※ 普通株式      251,557 － －

発行済株式総数 44,940,557 － －

総株主の議決権 － 44,386 －

　（注）　※「単元未満株式」には、当社所有の自己株式205株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

㈱福田組

新潟市中央区一番堀通町

３番地10
303,000 － 303,000 0.67

計 － 303,000 － 303,000 0.67

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 13,568 30,140

受取手形・完成工事未収入金等 43,620 37,995

有価証券 20 20

販売用不動産 2,327 1,290

未成工事支出金 3,666 3,271

不動産事業支出金 1,630 1,332

その他のたな卸資産 267 339

繰延税金資産 1,077 1,076

その他 6,133 7,489

貸倒引当金 △214 △169

流動資産合計 72,096 82,786

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 17,761 18,626

機械、運搬具及び工具器具備品 12,238 13,098

土地 13,534 13,968

その他 615 708

減価償却累計額 △23,047 △24,121

有形固定資産合計 21,103 22,281

無形固定資産   

のれん － 987

その他 779 785

無形固定資産合計 779 1,773

投資その他の資産   

投資有価証券 4,689 4,990

長期貸付金 566 557

退職給付に係る資産 263 513

繰延税金資産 115 160

その他 1,717 1,498

貸倒引当金 △837 △701

投資その他の資産合計 6,516 7,018

固定資産合計 28,400 31,072

資産合計 100,496 113,859
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 31,711 39,300

短期借入金 11,281 11,044

未払法人税等 435 369

未成工事受入金等 5,967 7,759

引当金 452 1,060

その他 5,154 4,214

流動負債合計 55,001 63,748

固定負債   

長期借入金 1,112 738

繰延税金負債 418 519

再評価に係る繰延税金負債 1,121 1,023

引当金 92 108

退職給付に係る負債 2,541 2,698

その他 2,201 2,342

固定負債合計 7,489 7,431

負債合計 62,490 71,179

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,158 5,158

資本剰余金 5,996 5,996

利益剰余金 26,281 30,243

自己株式 △123 △125

株主資本合計 37,313 41,272

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 818 1,170

土地再評価差額金 △144 △46

退職給付に係る調整累計額 △288 △251

その他の包括利益累計額合計 385 872

少数株主持分 307 534

純資産合計 38,006 42,679

負債純資産合計 100,496 113,859
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高   

完成工事高 61,531 63,021

不動産事業売上高 1,106 3,706

その他の事業売上高 3,734 3,496

売上高合計 66,371 70,224

売上原価   

完成工事原価 55,361 56,867

不動産事業売上原価 871 2,453

その他の事業売上原価 3,256 2,840

売上原価合計 59,489 62,161

売上総利益   

完成工事総利益 6,169 6,153

不動産事業総利益 234 1,253

その他の事業総利益 477 656

売上総利益合計 6,882 8,063

販売費及び一般管理費 ※ 3,292 ※ 3,925

営業利益 3,589 4,137

営業外収益   

受取利息 6 5

受取配当金 77 76

負ののれん償却額 50 -

持分法による投資利益 17 35

貸倒引当金戻入額 - 21

その他 82 62

営業外収益合計 233 202

営業外費用   

支払利息 119 79

その他 85 42

営業外費用合計 205 121

経常利益 3,617 4,218

特別利益   

固定資産売却益 257 36

投資有価証券売却益 0 60

負ののれん発生益 - 4

段階取得に係る差益 - 470

その他 - 1

特別利益合計 258 574

特別損失   

固定資産売却損 - 1

固定資産除却損 3 5

賃貸借契約解約損 43 -

その他 0 6

特別損失合計 47 13

税金等調整前四半期純利益 3,828 4,779

法人税、住民税及び事業税 385 418

法人税等調整額 △58 54

法人税等合計 327 472

少数株主損益調整前四半期純利益 3,501 4,306

少数株主利益 16 15

四半期純利益 3,484 4,291
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,501 4,306

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 22 351

土地再評価差額金 - 98

退職給付に係る調整額 - 37

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 21 487

四半期包括利益 3,522 4,793

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,506 4,778

少数株主に係る四半期包括利益 16 15
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,828 4,779

減価償却費 510 602

負ののれん償却額 △50 -

負ののれん発生益 - △4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △41 △33

賞与引当金の増減額（△は減少） 194 758

退職給付引当金の増減額（△は減少） △122 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 71

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △249

工事損失引当金の増減額（△は減少） △60 △49

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6 4

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） - △73

その他の引当金の増減額（△は減少） 61 △61

受取利息及び受取配当金 △84 △81

支払利息 119 79

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 0 0

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △0 △60

固定資産売却損益（△は益） △257 △35

有形固定資産除却損 3 5

段階取得に係る差損益（△は益） - △470

持分法による投資損益（△は益） △17 △35

賃貸借契約解約損 43 -

売上債権の増減額（△は増加） 6,436 7,449

たな卸資産の増減額（△は増加） △632 1,697

その他の資産の増減額（△は増加） △335 △1,336

仕入債務の増減額（△は減少） 4,872 5,473

未成工事受入金の増減額（△は減少） 834 1,929

その他の負債の増減額（△は減少） △1,172 △1,176

その他 △19 4

小計 14,106 19,185

利息及び配当金の受取額 96 117

利息の支払額 △139 △93

法人税等の支払額 △438 △432

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,625 18,777
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3 △3

定期預金の払戻による収入 3 3

有形固定資産の取得による支出 △327 △1,171

有形固定資産の売却による収入 347 421

無形固定資産の取得による支出 △66 △11

投資有価証券の取得による支出 △5 △1

投資有価証券の売却による収入 4 117

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
- △164

子会社株式の取得による支出 - △1

短期貸付金の増減額（△は増加） 3 0

長期貸付けによる支出 △2 -

長期貸付金の回収による収入 14 10

その他の支出 △79 △14

その他の収入 78 118

投資活動によるキャッシュ・フロー △32 △696

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 182 △669

長期借入れによる収入 - 200

長期借入金の返済による支出 △421 △675

自己株式の売却による収入 0 -

自己株式の取得による支出 △1 △2

配当金の支払額 △222 △288

少数株主への配当金の支払額 △12 △9

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △65 △64

財務活動によるキャッシュ・フロー △540 △1,508

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,052 16,572

現金及び現金同等物の期首残高 16,255 13,585

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
△10 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 29,297 ※ 30,158
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

(1) 連結の範囲の重要な変更

　　北日本建材リース株式会社は、株式の追加取得により連結子会社となったため、当第２四半期連結会計期間

　より連結の範囲に含めております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

　　北日本建材リース株式会社は、株式の追加取得により連結子会社となったため、当第２四半期連結会計期間

　より持分法適用の範囲から除外しております。

 

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率の基礎となる債券

の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間

及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が96百万円減少、退職給付に係る負債が52

百万円減少し、利益剰余金が15百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。

 

 

（追加情報）

該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

下記の会社の金融機関からの借入金等に対して保証を行っております。

前連結会計年度
（平成26年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

合同会社ＡＫＳアセット 　　　761百万円 合同会社ＡＫＳアセット 　　　732百万円

新潟万代島ビルディング㈱ 　　　209 新潟万代島ビルディング㈱ 　　　131

ホテル朱鷺メッセ㈱ 　　　139 ホテル朱鷺メッセ㈱ 　　　131

㈱ジオック技研 　　　90 ㈱ジオック技研 　　　 90

計 　　1,200 計 　　1,084

 

分譲マンションに係る手付金保証

前連結会計年度
（平成26年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

３　社 590百万円 ２　社 305百万円

 

 

２ 手形流動化に伴う買戻し義務限度額

前連結会計年度
（平成26年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

 208百万円  140百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
　　至 平成26年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日
　　至 平成27年６月30日）

従業員給料手当 1,376百万円 1,467百万円

賞与引当金繰入額 73 236

退職給付費用 64 94

貸倒引当金繰入額 △64 △15

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年６月30日）

現金及び預金勘定 29,280百万円 30,140百万円

投資その他の資産の「その他」に含ま

れる長期性預金
50 50

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △53 △53

有価証券勘定に含まれるＭＭＦ 20 20

現金及び現金同等物 29,297 30,158
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年２月28日

取締役会
普通株式 223 5 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月27日

取締役会
普通株式 312 7 平成26年12月31日 平成27年３月27日 利益剰余金

 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日 至　平成26年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 建設 不動産 計

売上高      

外部顧客への売上高 65,008 1,121 66,129 242 66,371

セグメント間の内部売上高
又は振替高

24 24 49 0 49

計 65,032 1,146 66,178 242 66,421

セグメント利益 3,534 127 3,662 10 3,672

　（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、福祉関連事業等を含んで

でおります。

 

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 3,662

「その他」の区分の利益 10

セグメント間取引消去 △6

全社費用（注） △75

四半期連結損益計算書の営業利益 3,589

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日 至　平成27年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 建設 不動産 計

売上高      

外部顧客への売上高 66,238 3,719 69,958 266 70,224

セグメント間の内部売上高
又は振替高

14 36 50 0 50

計 66,252 3,755 70,008 267 70,275

セグメント利益 3,352 830 4,182 27 4,209

　（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、福祉関連事業等を含んで

おります。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　　　当第２四半期連結会計期間において、北日本建材リース株式会社の発行済株式を追加取得し、連結の

　　範囲に含めたことにより、前連結会計年度の末日に比べて、「建設」のセグメント資産が3,165百万円

　　増加しております。

 

　３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 4,182

「その他」の区分の利益 27

セグメント間取引消去 7

全社費用（注） △80

四半期連結損益計算書の営業利益 4,137

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

　４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれん金額の重要な変動）

　「建設」セグメントにおいて、北日本建材リース株式会社の発行済株式を追加取得し、連結の範囲に含

めたことにより、当第２四半期連結累計期間において、987百万円ののれんを計上しております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

 (1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

　　 被取得企業の名称　北日本建材リース株式会社

　　 事業の内容　　鋼材販売、賃貸、加工、修理、設計、工事施工

 (2) 企業結合を行った主な理由

　　 同社との関係強化が本業においても有効であるとともに、東南アジアで培った鋼材リース事業における同社

　 のノウハウが当社及びグループ会社各社の将来的な海外市場開拓の足掛かりになること等によるグループ全体

　 の企業価値の向上につながると判断したためであります。

 (3) 企業結合日

　　 平成27年６月26日

 (4) 企業結合の法的形式

　　 現金を対価とする株式取得

 (5) 結合後企業の名称

　　 変更はありません。

 (6) 取得した議決権比率

　　 企業結合直前に所有していた議決権比率　　30.0%

　　 企業結合日に追加取得した議決権比率　　　40.0%

　　 取得後の議決権比率　　　　　　　　　　　70.0%

 (7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

　　 当社が現金を対価として株式を取得しているためであります。

２．四半期累計期間に係る四半期損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　　　平成27年６月30日をみなし取得日としているため、四半期連結損益計算書については、被取得企業の業績は

　　 含まれておりません。なお、平成27年６月30日までの業績につきましては、当四半期連結財務諸表に持分法に

　　 よる投資利益として計上しております。

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

　　取得の対価

　　　追加取得直前に保有していた株式の企業結合日における時価　　　　　　　　　650百万円

　　　追加取得にともない支出した現金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　867百万円　　

　　　取得原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,517百万円

４．被取得企業の取得原価と取得に至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

　　段階取得に係る差益　　470百万円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　(1) 発生したのれんの金額

　　　987百万円

　(2) 発生原因

　　　主として経営資源の効率化によって期待される超過収益力であります。

　(3) 償却方法及び償却期間

　　　５年間にわたる均等償却
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 78円06銭 96円12銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 3,484 4,291

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,484 4,291

普通株式の期中平均株式数（千株） 44,645 44,639

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月11日

株式会社福田組

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 江島　　智　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 塚田　一誠　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大島　伸一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社福田組

の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社福田組及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告

書　提出会社が別途保管している。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。

 

EDINET提出書類

株式会社福田組(E00196)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

